
【
表
紙
】 

忠
臣
蔵 

全
六
巻 

 

【
表
紙 

裏
】 

 

【
１
頁
】 

（
発
声
フ
ィ
ル
ム
式
） 

忠
臣
蔵 

全
六
巻 

六
三
九
米 

 

台
湾
総
督
府 

Ｐ
第
三
五
八
号 

検
閲
済 

有
効
期
間 

自
昭
和
十
七
年
三
月
二
十
日 

至
昭
和
二
十
年
三
月
十
九
日 

  

活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
検
閲 

規
則
第
十
条
第
二
項
ニ
依
リ 

手
数
料
ヲ
免
除
ス 

 

障
害
ナ
シ 

 

【
２
頁
】 

 

【
３
頁
】 

赤
穂
義
士
誠
忠
録 

忠
臣
蔵 

～
～
～
梗
概
～
～
～ 

勅
使
幕
府
御
来
向
に
際
し
赤
穂
の
城
主
浅
野
内
匠
頭
守
は
接
待
役
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
が
師
匠

番
た
る
貪
欲
上
野
の
意
を
計
り
兼
ね
贈
与
せ
ざ
り
し
た
め
隠
忍
自
重
よ
く
上
司
の
命
を
乞
ふ
た

が
反
っ
て
散
々
罵
到
嘲
笑
を
う
け
殿
中
を
も
顧
み
づ
遂
に
武
士
の
面
目
と
武
門
の
屈
辱
に
忘
我

一
刀
を
上
野
の
頭
に
加
へ
た
が
果
さ
ず
恨
み
を
の
み
て
田
村
邸
に
散
り
行
く
と
ゝ
に
赤
穂
は
離

散
し
残
っ
た
同
志
の
者
は
僅
か
に
五
十
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
家
老
た
り
し
忠
臣
大
石
は
仇
討
の

本
心
を
秘
め
な
が
ら
周
囲
の
迫
害
を
う
け
流
し
つ
ゝ
涙
を
呑
み
て
妻
子
を
離
散
せ
し
め
あ
く
ま

で
も
敵
の
油
断
を
は
か
っ
た
。
遂
に
そ
の
苦
心
も
耐
ら
れ
る
時
機
到
り
て
元
録
十
四
年
十
二
月
十

四
日
降
り
し
き
る
雪
を
溢
る
ゝ
赤
誠
の
血
に
染
め
遂
に
上
野
の
首
を
あ
げ
て
意
気
高
ら
に
両
国

橋
に
引
き
揚
げ
る
ま
で
武
士
道
精
神
を
推
け
る
も
の
。
～
～
～
梗
概
終
り
～
～
～ 

１
． 

 

【
４
頁
】 

 

【
５
頁
】 

字
幕 

１
、
赤
穂
義
士
誠
忠
録 

 

忠
臣
蔵 

２
、
テ
ラ
ダ
映
画
提
供 

３
、
徳
川
氏
が
天
下
を
掌
握
し
て
よ
り
五
代
、
世
は
漸
く
泰
平
に
馴
れ
、
驕
会
に
耽
り
、
遊 

 
 

□
に
流
る
ゝ
元
録
の
頃 

４
、
突
如
天
下
を
震
□
せ
し
め
た
る
赤
穂
義
士
の
壮
挙
こ
そ
実
に
青
天
の
霹
靂
で
あ
り
、
武 

 
 

士
道
未
だ
地
に
落
ち
ず 

５
、
そ
の
誠
忠
は
千
古
不
滅
の
亀
鑑
と
し
て
朽
ち
ず
偉
大
な
る
日
本
魂
の
発
露
で
あ
る 

２
． 

 

【
６
頁
】 

６
、
元
録
十
四
年
二
月
四
日
、
毎
年
正
月
に
は
幕
府
か
ら
金
幣
を
朝
廷
に
奉
り
、
又
朝
廷 

 
 

か
ら
は
勅
使
を
下
し
給
ふ
が
慣
例
で
あ
っ
た 

７
、
幕
府
で
は
当
年 

播
州
赤
穂
の
城
主
浅
野
内
匠
頭
及
豫
州
吉
田
の
城
主
伊
達
右
京
亮
の 

 
 

二
人
に
勅
使
饗
応
の
係
り
を
、 

 
 

又
、
こ
の
指
導
役
に
高
家
の
筆
頭
吉
良
上
野
介
義
央
に
任
命
し
た 

８
、
か
く
て
三
月
十
一
日
、
主
上
東
山
天
皇
は
柳
原
権
大
納
言
高
野
中
納
言
を
、
ま
た
、 

 
 

霊
元
上
皇
よ
り
は
院
使
清
閑
寺
権
中
納
言
卿
が
傅
奏
使
と
し
て
御
到
着 

９
、
四
十
年
の
久
し
き
間
、
幕
府
典
礼
故
儀
に
通
暁
す
る
を
竒
賃
と
し
て
、
贈
賄
の
軽
重
に 

 
 

依
り
て
公
労
を
歪
む
る
老
獪
貪
欲
な
吉
良
上
野
介 

 

【
７
頁
】 



戸
家
老
藤
井
又
□
、
安
井
彦
石
の
三
大
夫
、
気
買
知
ら
ず
大
事
を
□カ

モ 

し
つ
つ
あ
る
。 

９
、
さ
れ
ど
内
匠
頭
只
管
に
耐
え
て
明
日
は
将
軍
家
勅
旨
に
答
へ
参
ら
せ 

 
 

て
朝
廷
奉
戴
の
誠
意
を
表
し
奉
る
三
月
十
四
日
。 

１
０
、
此
の
日
の
鄭
式
は
総
じ
て
正
月
尢
且
の
拝
賀
式
に
準
ぜ
ら
れ
素
祐
大 

 
 
 

紋
服
装
の
総
登
城
で
あ
っ
た
。 

１
１
、
浅
野
候
は
ま
だ
御
登
城
か
。 

１
２
、
彼
の
人
の
御
役
怠
慢
で
吉
良
も
迷
惑
致
し
て
居
り
ま
す
。 

１
３
、
御
服
装
が
違
ひ
ま
す
る
。 

３
． 

 

【
８
頁
】 

１
４
、
昨
日
吉
良
奴
何
と
云
っ
た
。 

１
５
、
明
日
の
服
装
の
儀
は
例
年
の
如
く
に
厶
り
ま
せ
う
な
。 

１
６
、
い
や
〳
〵
素
袍
大
紋
で
お
ぢ
ゃ
ら
ぬ
麻
の
裃
…
…
な
麻
の
裃
ぢ
ゃ 

１
７
、
で
は
例
年
と
事
替
り
。 

１
８
、
勅
使
様
原
郷
よ
り
特
に
仰
せ
出
で
に
厶
る
。 

１
９
、
お
茶
坊
主
に
注
意
さ
れ
て
引
退
る
正
史
饗
応
使
の
態
た
ら
く
御
覧
な 

 
 
 

さ
れ
た
か
あ
れ
じ
ゃ
今
日
の
大
役
勤
ま
ら
ぬ
誰
か
替
っ
て
あ
げ
な
さ 

 
 
 

い
。 

２
０
、
浅
野
殿
病
気
と
で
も
申
し
上
げ
て
な
。 

 

【
９
頁
】 

２
１
、
昨
日
吉
良
殿
が
例
年
と
事
替
り
本
年
は
裃
と
申
し
傅
へ
ら
し
を
直
実 

 
 
 

に
う
け
て
松
の
廊
下
に
到
れ
ば 

２
２
、
何
れ
も
大
紋
烏
帽
子
ッ 

２
３
、
源
吾
右
ェ
門
殿
気
付
に
よ
り
御
儀
式
用
意
致
し
置
き
ま
し
て
厶
り 

 
 
 

ま
す
る
。 

２
４
、
何
れ
も
早
や
時
刻
で
御
座
る
御
出
迎
ひ
の
御
用
意
。 

２
５
、
し
て
御
勅
使
御
着
の
時
刻
は
？ 

２
６
、
今
ニ
タ
時
は
有
る
筈
の
教
ぢ
ゃ 

２
７
、
吉
良
殿
の
御
教
に
は
是
迄
数
度
の
手
違
ひ
厶
り
ま
す
る
。 

４
． 

 

【
１
０
頁
】 

御
油
断
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
な
。 

２
８
、
今
日
の
御
役
目
勤
ま
る
も
其
方
達
在
っ
た
り
や
こ
そ
。 

２
９
、
御
腹
立
て
は
御
尤
も
な
れ
ど
今
日
一
日
の
御
堪
忍 

３
０
、
安
心
し
て
く
れ
よ
う
っ
く
心
得
て
居
る
。 

３
１
、
さ
ら
ば
。 

３
２
、
勅
使
御
成
り
の
刻
限
に
は
ま
だ
二
時
も
あ
る
そ
れ
に
し
て
は
〳
〵
？ 

３
３
、
内
匠
頭

タ
ク
ミ
ノ
カ
ミ

様
‥
‥
御
奉
答
の
御
式
は
…
…
‥ 

３
４
、
相
済
み
ま
し
た
様
子
…
…
‥ 

３
５
、
早
や
御ス

能
へ
お
成
り
の
御
様
子 

 

【
１
１
頁
】 

３
６
、
誰
ぢ
ゃ
、
誰
方

ド

ナ

タ

ぢ
ゃ
。 

３
７
、
勅
使
饗
応
役
た
る
其
処
許

ソ

コ

モ

ト

が
昼
寝
し
て
わ
せ
ら
れ
た
と
は
応
外
千
万 

 
 

 

な
。 

３
８
、
お
寺
坊
主
誥
め
ま
せ
い
。 

３
９
、
御
役
目
は
大
切
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
浅
野
殿
見
習
ふ
ま
い
。 

忠
臣
蔵 

第
一
巻 

終 

第
二
巻 

１
、 

足
ら
は
ぬ
な
が
ら
芣
此
の
度
の
大
役
お
ろ
そ
か
に
は
致
し
申
さ
ぬ
。 

さ
れ
ど
今
日
の
御
教
へ
何
事
も
齟
齬
し
て
此
の
始
末
。 

５
． 

 
【
１
２
頁
】 

２
、 
狼
狽
へ
ら
た
か
内
匠
頭
今
日
詔
候
に
指
揮
せ
し
吉
良
の
指
に
間
違
あ 

ら
ば
御
一
統
晴
れ
の
座
に
居
合
せ
ら
れ
る
筈
‥
‥
な
‥
‥
そ
れ 

を
衣
服
を
間
違
時
刻
を
違
へ
ら
れ
た
は
貴
殿
一
人 



３
、 

殿
中
で
御
座
る
ぞ
。 

４
、 
刀
に
手
を
掛
け
吉
良
を
斬
る
気
か
。 

５
、 

御
役
怠
慢
の
其
許
を
急
に
病
気
と
御
上
を
取
り
な
し
た
親
切
者
の
吉 

良
を
上
野
之
介
を
貴
殿
は
斬
る
気
か
。 

６
、 

吉
良
殿
本
日
拙
者
の
残
る
役
目
如
何
致
し
て
宜
し
き
や
御
傅
授
お
願 

ひ
申
す
。 

 

【
１
３
頁
】 

７
、 

貴
殿
は
先
日
よ
り
度
々
の
不
行
届
と
手
違
ひ
指
図
役
の
手
前
が
落
度 

と
も
相
成
る
。 

８
、 

今
日
大
礼
の
御
儀
な
ど
伊
達
殿
同
様
心
得
あ
る
べ
き
筈
常
に
与
礼
書 

の
一
冊
位
は
読
ん
で
置
か
れ
い
。 

９
、 

馬
鹿
な
ッ 

１
０
、
伊
達
殿
は
理
溌
だ
そ
れ
に
引
か
へ 

１
１
、
御
身
の
様
な
暇
人

ヒ
マ
ジ
ン

で
は
な
い
御
用
繁
□
で
厶
る 

離
さ
れ
い 

１
２
、
御
‥
‥
御
傅
…
…
授
…
‥
を 

１
３
、
御
身
等
勤
ま
る
御
役
で
は
な
い
わ
。 

６
． 

 

【
１
４
頁
】 

１
４
、
離
せ
。 

１
５
、
此
の
程
よ
り
の
遺
恨
。 

１
６
、
覚
え
た
か
。 

１
７
、
武
士
の
情
け
ぢ
ゃ
放
さ
れ
い
。 

１
８
、
今
一
太
刀
を
赦
さ
れ
い
。 

１
９
、
各
々
方
内
匠
頭
は
狂
気
で
は
厶
ら
ぬ
御
手
を
ゆ
る
め
ら
れ
い
。 

２
０
、
静
か
に
御
上
の
御
意
に
従
ひ
申
す
。 

２
１
、
各
々
方
静
ま
り
候
へ
。 

２
２
、
立
騒
い
で
は
御
勅
使
に
無
礼
で
厶
ら
う 

 

【
１
５
頁
】 

２
３
、
各
部
署
に
つ
き
候
へ
。 

２
４
、
何
者
だ
。 

２
５
、
吉
良
様
で
御
座
り
ま
す
。
只
今
浅
野
の
御
刃
傷
に
依
り
ま
し
て 

２
６
、
式
礼
紋

処

モ
ン
ド
コ
ロ

を
血
で
汚
す
は
近
頃
以
っ
て
。 

２
７
、
仮
令
大
学
様
御
座
り
ま
せ
う
と
も
御
諚
口
押
し
て
御
通
り
な
さ
い
ま 

 
 

 

す
こ
と
適
ひ
ま
せ
ぬ
御
用
御
座
り
ま
す
れ
ば
御
取
次
。 

２
８
、
愚
者
奴
大
度
出

来

シ
ュ
ッ
タ
イ

と
心
得
ぬ
か
。 

２
９
、
嫂
上
！
嫂
上
！
嫂
上
！
大
変
に
御
座
る
。 

内
匠
頭
が
松
の
廊
下
で
吉 

 
 

 

良
殿
に
刃
傷
ッ
！ 

７
． 

 

【
１
６
頁
】 

３
０
、
し
て
吉
良
殿
は
？ 

３
１
、
御
場
所
柄
と
之
ひ
わ
け
て
も
今
日
大
切
の
御
式
日
に
刃
傷
遊
ば
す
事 

 
 

 

よ
く
〳
〵
御
堪
忍
な
し
難
い
仕
儀
な
う
て
は
適
ひ
ま
せ
ぬ
悠
み
の
御 

 
 

 

方
首
尾
よ
う
御
仕
止
め
あ
ら
せ
ら
れ
ま
し
て
か
そ
れ
と
も
吉
良
殿
の 

 
 

 

御
傷
ど
う
厶
り
ま
す
る
。 

３
２
、
二
つ
な
い
御
命
ま
っ
た
赤
穂
五
万
三
千
石
引
替
の
御
覚
悟
あ
ら
せ
ら 

 
 

 

れ
た
お
兄
上
様
御
怨
み
籠
る
傷
の
次
第
も
大
学
様
は
御
確
か
め
あ
ら 

 
 

 

せ
ら
れ
ぬ
。 

３
３
、
主
家
興
亡
の
岐
路
に
立
ち
混
乱
に
陥
っ
た
鉄
砲
州
御
屋
敷
を
後
に
本 

 

 
 

 
 

 

【
１
７
頁
】 

 
 

 

国
赤
穂
へ
使
す
る
は
忠
義
一
□
の
管
野
三
平
、
速
見
藤
尤
ェ
門 

２
４
、
家
康
以
来
喧
嘩
両
成
敗
片
手
落
の
裁
き
あ
っ
た
例
な
い
然
る
に 

 
 

 

将
軍
綱
吉
の
激
怒
と
大
老
柳
沢
の
吉
良
贔
屓
と
は
上
野
介
に
何
ん 

 
 

 

の
御
咎
め
も
な
く
仮
そ
め
に
も
一
城
の
主
に
審
問
の
儀
も
あ
ら
で
即 

 
 

 

日
切
腹
仰
付
ら
る
。 

３
５
、
片
岡
源
吾
ェ
門
殿
厶
り
ま
す
る
。 

３
６
、
今
世
の
御
対
顔
か
な
ひ
ま
す
る
は
源
吾
一
人
に
厶
り
ま
す
る
。 

３
７
、
其
方
が
忠
々
し
い
姿
を
見
る
も
こ
れ
を
限
り
酬
ひ
ら
れ
ぬ
忠
義
南 



３
８
、
酬
ひ
ら
れ
る
事
あ
る
を
予
期
し
忠
義
を
致
す
者
厶
り
ま
せ
ぬ
な
ら
ば 

８
． 

 

【
１
８
頁
】 

 
 
 

殿
様
御
供
仰
付
ら
れ
何
処
ま
で
も
御
慕
ひ
申
上
げ
ま
す
る
。 

忠
臣
蔵 

第
二
巻 

終 

第
三
巻 

１
、 

源
吾
ェ
門
忠
義
皆
が
忠
義
天
晴
れ
忠
義
者
に
離
散
の
憂
目
を
見
せ
る
も 

内
匠
頭
不
徳
の
致
す
と
こ
ろ
。 

２
、 

い
づ
れ
も
武
運
つ
た
な
い
星
の
下
に
生
れ
合
せ
た
。 

３
、 

源
吾
ェ
其
方
に
頼
み
置
く
予
が
生
害
の
九
寸
五
分
は
内
蔵

ク

ラ

に
遣カ

タ

身ミ

ぢ 

ゃ
と
。 

４
、 

源
吾
ェ
堅
固
で
暮
ら
せ
。 

 

【
１
９
頁
】 

５
、 

主
家
興
亡
の
一
大
飛
報
早
打
も
っ
て
速
見
藤
左
ェ
門
と
管
野
三
平
江
戸
か
ら 

赤
穂
百
五
十
里
を
四
日
半
に
て
ぶ
っ
飛
ば
す 

５
、
風
誘
小
花
よ
り
も
又
我
は
□
春
の
名
残
を
如
何
に
と
や
せ
ん
。 

（
画
中
文
字 

短
冊
） 

６
、
小
田
原
で
馬
の
り
捨
て
た
管
野
三
平
、
速
見
藤
尤
ェ
門
十
五
日
の
未
。 

明
に
は
箱
根
の
□
を
早
や
越
へ
る
。 

７
、
箱
根
の
□
も
早
や
越
え
て
。 

８
、
一
大
事
出

来

シ
ュ
ッ
タ
イ

！ 

９
、 

お
役
目
は
ま
だ
済
ま
ぬ
。 

１
０
、
手
当
て
を
し
て
進
ぜ
い
。 

１
１
、
家
中
総
登
城
を
布
れ
ら
れ
い
。 

９
． 

 

【
２
０
頁
】 

１
２
、
画
中
文
字
「
手
紙
」 

１
３
、
此
の
上
は
如
何
遊
ば
す 

御
存
意
か
。 

１
４
、
お
察
し
下
さ
れ
い
不
肖
大
石
只
茫
然 

１
５
、
御
思
案
も
成
り
兼
ね
る
と
云
は
れ
る
か
。 

１
６
、
良
雪
殿 

１
７
、
こ
の
時
に
当
っ
て
臣
の
取
る
可
き
道
唯
後
李
の
た
め
に
。 

１
８
、
流
石
は
大
石
殿
夜
の
行
燈
に
灯
は
消
え
ぬ
。 

１
９
、
君
辱
か
し
め
ら
る
れ
ば
臣
死
す
。 

２
０
Ａ
、
申
上
げ
る
も
涙
な
が
ら
御
主
君
に
は
田
村
邸
に
御
切
腹
御
家
名
断
絶 

 
 

 
 

【
２
１
頁
】 

 
 

 

国
郡
没
収
の
御
沙
汰
厶
っ
た 

２
０
Ｂ
、
此
の
上
は
一
期
の
覚
悟
御
主
君
の
御 

 
 

 

名
を
汚
さ
ず
我
等
処
置
の
謬
ま
ら
ざ
る
よ
う
□
と
御
思
案
。 

２
２
、
殉
死 

 

殉
死 

２
３
、
誰
彼
の
意
見
と
云
は
う
よ
り
こ
の
九
郎
兵
ェ
は
先
ず
城
代
家
老
た
る 

 
 

 

内
蔵
の
思
案
承
は
ろ
う
。 

忠
臣
蔵 

第
三
巻 

終 

第
四
巻 

１
、 

御
一
統
の
魂
拝
見
仕
り
度
い
。 

２
、 

御
舎
弟
大
学
長
広
様
を
以
っ
て
由
緒
あ
る
御
家
名
を
存
ぜ
ん
こ
と
本 

１
０
． 

 

【
２
２
頁
】 

 
 

領
の
第
一
。 

３
、 

其
の
手
段
只
一
つ
あ
る
！
家
中
一
同
が
結
束
し
て
公
儀
嘆
願
申
上 

げ
る
。 

４
、 

念
願
達
せ
ぬ
そ
の
時
は
一
統
死
を
期
し
た
っ
て
強
訴 

５
、 

そ
り
ゃ
悪
か
ろ
う
―
死
を
期
し
強
訴
と
は
事
穏
便
で
な
い
御
本
家
安 

芸
守
様
に
御
咎
め
あ
ら
ば
何
と
す
る
。 

６
、 

強
訴
御
取
り
上
げ
な
き
そ
の
時
は
、 

７
、 

天
下
の
勢セ

イ

を
迎
え
て
一
戦
な
し
矢
弾
尽
き
刀
折
れ
な
ば
潔
く
城
を
枕 

に
打
死
致
す
こ
そ
武
士
の
本
義
と
心
得
る
。 

 

【
２
３
頁
】 



８
、 
常
日
頃
に
似
ぬ
あ
わ
て
た
論
ぢ
ゃ
！
血
の
気
の
多
い
手
合
を
扇
動

オ

ダ

テ 
る
こ
と
口
に
す
ま
い 

９
、 

内
匠
頭
様
刃
傷
に
及
ば
る
事
よ
く
〳
〵
堪
忍
な
し
難
い
恥
辱
受
け
さ 

せ
ら
れ
た
る
に
よ
る
。
然
る
に
君
は
御
切
腹
相
手
た
る
吉
良
殿
に
は 

何
の
御
咎
め
も
な
い
恐
乍
ら
斯
程
に
片
手
落
の
裁
判

サ

バ

キ

亦
あ
ら
う
か
。 

１
０
、
我
等
今
日
の
御
奉
公
一
重
に
修
羅
の
亡
君
を
慰
め
奉
る
に
あ
る
。 

１
１
、
幕
府
に
弓
引
く
そ
れ
が
内
匠
頭
様
御
無
念
を
雪
ぐ
足
し
前
に
で
も
な 

 
 
 

る
か
な
。 

１
２
、
先
君
御
修
築
な
さ
れ
御
息
か
ゝ
り
あ
る
当
御
城
を
我
等
手
を
つ
か
ね 

１
１
． 

 

【
２
４
頁
】 

 
 
 

て
幕
府
に
引
渡
す
こ
と
泉
下
に
於
け
る
覚
召
の
程
も
如
何
あ
ろ
う
と 

 
 
 

存
ず
る
が
。 

１
３
、
我
等
当
お
城
と
運
命
を
共
に
し
死
を
軍
馬
の
間
に
さ
ら
さ
ば
天
下
の 

 
 
 

人
始
め
て
浅
野
身
内
に
義
を
知
る
武
士
多
く
あ
る
を
知
る
で
厶
ら
う
。 

 
 
 

そ
れ
こ
そ
内
匠
頭
様
へ
せ
め
て
も
手
向
け
か
と
存
ず
る
。 

１
４
、
血
迷
っ
た
事
云
ふ
ま
い
我
等
反
対
ぢ
ゃ
。 

１
５
、
公
儀
御
咎
め
を
掌
る
事
す
ま
い
御
本
家
へ
対
し
て
も
避
け
ね
ば
な
ら 

 
 
 

ぬ
城
地
受
取
の
役
人
衆
入
ら
せ
ら
れ
ぬ
間
に
御
用
金
御
配
分
な
さ
れ 

 
 
 

て
は
ど
う
厶
る
。 

 

【
２
５
頁
】 

１
６
、
御
当
家
お
遣
身
そ
れ
を
生
命
に
露
命
繋
が
ば
一
生
君
を
戴
く
事
に
な
る 

１
７
、
黙
れ
！ 

弱
虫 

玉
虫 

１
８
、
公
儀
嘆
願
に
同
意
せ
ず
殉
死
に
逃
を
打
つ
卑
怯
者
退
れ 

退
れ
ッ 

１
９
、
卑
怯
者
と
は
何
だ
血
迷
ひ
者
や
つ
が
差
出
な 

２
０
、
大
野
玉
虫
退
散
せ
い
―
退
散
せ
い
― 

２
１
、
籠
城
―
殉
死
―
復
讐
―
、
三
変
、
四
転 

四
月
八
日
、
再
度
の 

 
 
 

大
評
定
に
約
を
違
へ
ず
列
席
し
た
る
者
僅
に
六
十
三
名 

２
２
、
暫
ら
く
待
れ
い
！
一
期
の
相
談
残
り
あ
る
。 

２
３
、
腹
切
っ
て
亦
生
き
還
る
術
あ
る
か
上
野
之
介
の
首
挙
げ
亡
君
お
側 

１
２
． 

 

 

【
２
６
頁
】 

 
 

 

に
参
ず
る
日
ま
で
内
藏
之
助
預
り
置
く
と
、
血
判
加
盟 

２
４
、
越
え
て
四
月
十
八
日
城
地
受
取
の
上
使
を
迎
え
る
。 

２
５
、
御
先
祖
代
々 

２
６
、
我
々
も
代
々 

２
７
、
さ
あ
参
ら
う
。 

忠
臣
蔵 

第
四
巻 

終 

第
五
巻 

１
、 

京
、
島
原
の
月 

祇
園
の
花 

憂
身
を
や
つ
す
内
藏
之
助
。
人
の 

謗
り
も
な
ん
の
そ
の
酔
に
隠
れ
て
只
管
復
讐
の
計
画
を
進
め
た
。 

 

 

【
２
７
頁
】 

２
、 

さ
て
も
豪
奢
な
御
遊
興
お
大
臣
は
と
人
問
は
ゞ 

３
、 

手
の
鳴
る
方
へ 

４
、 

掟
ま
へ
て
盃
ち
や 

５
、 

吉
田
忠
左
衛
門
汝
も
性
根
が
腐
っ
た
な
ッ 

６
、 

十
月
六
日
気
運
熟
す
―
山
科
浪
宅
で
東
下
り
を
決
心
し
た
内 

藏
之
助
、
愛
別
離
苦
の
裡
に
妻
子
を
但
馬
国
豊
岡
の
実
家
石
塚
五 

 
 

兵
衛
の
許
へ
。 

７
、 

御
父
上 

御
父
上 

１
３
． 

 

【
２
８
頁
】 

８
、 

主
税
お
願
が
御
座
い
ま
す 

９
、 

せ
め
て
母
様
に
御
本
心
を 

１
０
、
馬
鹿 

１
１
、
未
さ
が
り
の
雨
や
ま
ず
愛
憎
も
こ
そ
も
尽
き
果
て
た
と
悪
態
吐
い 

 
 

 
て
離
縁
を
迫
っ
た
お
陸
三
下
り
半
を
受
取
れ
ば
未
来
永
劫
切
れ
ま 

 
 

 

じ
と
契
っ
た
二
人
が
お
互
ひ
の
心
と
涙
は
見
え
ぬ
様
胸
に
納
め
て
。 

１
２
、
祖
母
様
や
母
様
と
一
緒
に
但
馬
へ
行
き
ま
す
。 



１
３
、
豊
岡
へ
帰
っ
た
な
ら
祖
父
様
や
祖
母
様
の
言
ひ
付
け
よ
う
守
っ
て 

偉
い
人
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

 

【
２
９
頁
】 

１
４
、
で
は
豊
岡
へ
行
っ
た
な
ら
お
父
上
に
は
も
う
逢
へ
ぬ
の
で
御
座
い 

 

ま
す
か
。 

１
５
、
で
は
私
等
が
母
様
に
謝
っ
て
上
げ
ま
せ
う
そ
う
し
て
一
緒
に
但
馬 

 
 
 

へ
帰
り
ま
せ
う
。 

１
６
、
私
達
が
去
っ
た
後
何
事
も
父
上
に
従
ふ
て
。 

１
７
、
よ
い
放
蕩
物
に
な
る
が
よ
い
。 

１
８
、
一
切
が
捨
身
。 

１
９
、
内
匠
頭
様
御
愛
用
の
佩
刀 

２
０
、
万
山
不
重
君
恩
重
一
髪
不
軽
我
命
軽 

１
４
． 

 

【
３
０
頁
】 

２
１
、
斯
く
て
翌
年
十
月
七
日
内
藏
之
助
は
、
潮
田
、
近
松
、
菅
谷
、 

 
 
 

速
水
、
其
の
他
九
名
の
同
志
と
共
に
日
野
家
用
人
垣
見
五
郎
兵
衛 

 
 
 

と
名
乗
り
悠
々
東
へ
下
っ
た
。 

忠
臣
蔵 

第
五
巻 

終 

第
六
巻 

１
、
元
緑
十
四
年
十
二
月
十
四
日
朝
ま
だ
き
よ
り
降
り
し
き
る
雪
に
大 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

江
戸
は
一
望
の
銀
世
界
と
化
し
た
。 

２
、
時
機
到
る
其
の
夜
半
雪
を
跳
た
て
ゝ
四
十
七
人
本
所
松
阪
町
吉
良 

 
 

邸
表
、
裏
門
よ
り
打
入 

３
、
静
寂
の
寒
気
を
破
る
山
鹿
流
の
陣
太
鼓 

 

【
３
１
頁
】 

４
、
合
図
の
呼
子
だ
。 

５
、
吉
良
殿
が
知
れ
た
。 

６
、
本
懐
遂
げ
て
引
揚      

両
国
橋 

７
、 

待
て
〳
〵
‥
‥
？
早
朝
異
形
の
風
態
し
て
あ
る
さ
へ
心
得
ぬ
に
多
人 

数
隊
を
な
し
て
当
御
橋
を
押
し
渡
る
は
何
者
だ
。
！ 

８
、 

こ
れ
は
故
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
家
来
亡
君
の
仇
吉
良
上
野
之
介
殿
を 

打
ち
奉
り
只
今
内
匠
頭
菩
提
所
高
輪
乗
岳
寺
へ
罷
り
越
し
亡
君
御
墓 

前
に
て
切
腹
を
遂
ぐ
る
存
意
そ
れ
故
罷
り
通
っ
た
次
第
に
御
座
り
ま 

す
。 

１
５
． 

 

【
３
２
頁
】 

９
、 

高
輪
に
打
越
ゆ
る
に
□
□
見
よ
永
代
橋
が
架
り
あ
る
で
は
な
い
か 

 

早
々
引
返
せ
！ 

１
０
、
御
目
付
服
部
市
郎
右
ェ
門
こ
れ
に
あ
る
か
ら
は
槍
先
に
懸
け
て
も
通 

 
 

 

す
こ
と
罷
り
な
ら
ぬ 

１
１
、
諸
侯
登
城
の
大
手
筋
当
橋
の
固
め
押
破
ら
ば
お
上
に
弓
引
く
謀
反
人 

 
 

 

と
な
る
を
心
得
ぬ
か
？ 

１
２
、
こ
れ
は
田
舎
侍
の
存
ぜ
ぬ
事
と
て
危
な
く
慮
外
相
働
き
申
可
き
処
よ 

 
 

 

く
ぞ
お
心
づ
け
下
し
置
れ
た
。 

１
３
、
さ
ら
ば
各
々
引
返
し
候
へ
。 

―
忠
臣
蔵
終
り
― 

【
デ
ー
タ
採
録
者
：
加
藤
宏
明
】 

【
デ
ー
タ
校
正
：
笠
原
亮
介
】 


